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(1) 岩手スタンダード化 → 岩手県内の優れたシステムの啓発 
(2) 国内外標準技術の啓発 → 技術調査と発表 
(3) 共同研究開発 → 地域を対象にニーズ調査， 関連企業との共同研究開発 
(4) 地域産業の育成 → 講演会、交流会開催による情報交換 
  
